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	探究のすゝめ
	教育研究部
	Vol.1
	3年探究グループ内発表開催！
	シラベタダケは減りつつあります！が、１次情報や文献調査、F Wで納得感や説得力のある考察や結論を出せるように壁打ちしていきましょう！トコトンシラベテてほしい！
	7月2日（木）大学生探究メンター14名を迎え探究グループ内発表会が行われました。私も急遽メンター役として参加しましたが気づきが多くありましたので共有いたします。 ◎探究の型が全生徒ある程度共有できている（ボトムアップ！） △アクション（社会への貢献）につながっている生徒が少ない→ 自分の興味の輪に留まっている（もちろん探究の最初はそれでOK） △自身の考察を支える根拠に乏しい→インタビュー、フィールドワーク、実験等も文献調査を尽くした上で実施したい！

	広がる企業・地域連携の輪！
	﻿美鈴が丘高校発！
	探究専門コースって何？
	▼探究専門コース実施体制




